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資料3 

境界証明願について  

 

隣接する国有林との境界において、自己所有地を分筆等するため境界証明が必要なときは、本申

請が必要です。国有林境界の測量成果（事前に図簿謄本等の交付申請が必要です）を用いて、申請

者が自ら境界を明らかにし、地積測量図（登記する場合）または測量実測図等を作成して、境界証明

願を申請してください。  

P2 「境界証明願」手順のフローチャートを参考にして下さい。 
 

 

【境界証明願の手順】   

 
１ 現地測量(申請者)       

 

交付資料により境界標識を確認して、 現地の境界標識を実測して下さい。 

境界標識が傾斜している場合でも、 そのままの状態で計測して下さい。 

計測した境界標の状態を標識番号が分かるように写真撮影をお願いします。 

可能な限り、証明区間外の境界標識についても、不動点判断のため、計測して下さい。 

 

※国有林野の測量成果は昭和40年頃にトランシットより測量したもので、参考資料です。 

交付した座標値は国有林の図根点より計算したもので、 現在の基準点との差異が発生しま

すので、ご注意下さい。 

 

２ 現地測量成果の仮審査の提出 (申請者→各森林管理署→九州森林管理局) 

 

測量成果(実測値) の提出により、九州森林管理局で仮審査を実施します。 

※中請者提出の測量成果(実測値) と国有林測量成果を比較計算して不動点(正常標識) を 

決定し、 修正座標値等の計算を実施します。                                

 

３ 修正座標値の送付  (九州森林管理局一→各森林管理署→申請者) 

 

九州森林管理局で仮審査を実施した結果を送付します。 

※修正座標値を提示しますので、 境界点の再現をお願いします。 

 

４ 境界証明願の提出 (申請者→各森林管理署→九州森林管理局) 

地積測量図（登記する場合）、又は実測図等を添えて、境界証明願を提出して下さい。 

境界証明の確認は、法務局に提出する図面での確認になります。 

 

５ 境界証明 (九州森林管理局→各森林管理署→申請者) 

九州森林管理局で審査を実施し、 証明を承認し 各森林管理署長より証明書の交付を 

致します。 
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「境界証明願」手順のフローチャート

申請人

※境界標識実測データ及び境界標写真添付 １～２週間程度

署に直接申請する場合

1週間程度 １～２週間程度 １週間程度

承認 証明書交付 分筆登記等の処理

局長 署長 隣接所有者等

１週間程度

局担当者

交付された成果を基に境界の測量を実施する

境界証明の申請
受理して署長へ上申

森林官

受理して局長へ上申

署長

署担当者

仮審査
修正座標値交付

※仮審査により提示

修正座標値交付

仮審査上申 仮審査実施

－２－

※仮審査により提示
した座標値により、
現地再現（必要に応
じ）し、地積測量図、
又は測図等を作成
のうえ申請してくださ
い。

申請書の内容を調査した上
で受理の可否を判断

地積測量図等
が国有林成果
と比較して公差
内であれば承
認


